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CDM/JI対象プロジェクトのPDD作成支援事業 
 
対象国名 中華人民共和国 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名 騰冲県大岔河馬過口 24MW 水力発電 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実施予定地 中華人民共和国雲南省保山市 

事業参加者名称 事業における役割

騰冲県大岔河水電開発有限責任公司 中国側ｵｰﾅｰ 
日本エナジーイニシアティヴ株式会社 日本側ｵｰﾅｰ 

事業参加者とその役割

  
CDM/JI の区分 CDM  /  JI 
事業の規模 通常規模 /  小規模 

ｾｸﾄﾗﾙ･ｽｺｰﾌﾟ 
1 Energy industries (renewable-/non renewable) 
（ｴﾈﾙｷﾞｰ産業（再生可能/非再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ源）） 

 

適用技術の説明 

本ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄはｶｽｹｰﾄﾞ式水力発電の 2 段目の発電所で、大岔河に設けた堰

から取水するもので、渠道や遂洞（全長約 4.4km）により導水される流

れ込み式の水力発電所である。設計引き込み水量 9.35m3/s、設計水頭は

309.5m であり、渠道や遂洞により導水された水は発電所に送られ、竪

軸衝動型ペルトン水車で発電される。  
 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの規模・能力

発電設備容量：24MW (12MW×2 基) 
年間送電量：108,402MWh 
 （年間利用時間：4,968 時間） 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの概要 

本ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは雲南省保山市騰冲県（Yunnan Province Baoshan City 
Tengchong County）の大岔河（Dachahe）に、ｶｽｹｰﾄﾞ（梯級）式の水

力発電の 2 段目の流れ込み式水力発電所を建設するもので、12MW の水

力発電設備を 2 基導入する。 
年間約 108.4GWh（年間利用時間 4,968h） の電力を南方電網へ送るこ

とにより、化石燃料（石炭）を代替し、年間約 85,415tCO2e の温室効

果ｶﾞｽの排出削減を実現するものである。 
 

 
主に削減する GHG 二酸化炭素  /  ﾒﾀﾝ  /  一酸化二窒素  /  HFC  /  PFC  /  SF6 
総 GHG 削減量 85,415 tCO2e/年 
排出権獲得期間 2012 年～2021 年（10 年間） 
固定/更新の区別 固定  /  更新 

第一期 854,150 tCO2e 第二期 第三期 削減量（固定の場合は

第一期のみ記載） 10 年間 年間 年間
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承認済み方法論 あり（ACM0002 Ver.10）/ なし 

（追加性の検証） 
1．代替ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｼﾅﾘｵの検証 
 本ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実施の代替ｼﾅﾘｵは、同量の電力を南方電網に接続されてい

る発電所から供給することである。その場合、化石燃料が継続的に使

用され、CO2 が大気中に放出される。 
2．投資分析 
 売電収入及び CER 売却収入があること、及び代替ｼﾅﾘｵが南方電網に

系統接続する発電所からの電力供給であることから、ﾍﾞﾝﾁﾏｰｸ分析を採

用する。 
 ﾍﾞﾝﾁﾏｰｸ IRR（総投資内部収益率(税後)）= 10% 
 （SL16-95：小水力発電建設ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ経済性評価規程(1995、水利部)）
 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ IRR： 
  CER 売却収入なし 8.01%、CER 売却収入あり 11.60% 
 従って、経済ﾊﾞﾘｱあり。 
3．ﾊﾞﾘｱ分析 
 ﾊﾞﾘｱ分析は不要。 
4．一般慣行分析 
 雲南省において 2002 年以降に運転開始した類似ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（0.5～

50MW）は 10 件ある。民間事業者にとって、初期投資ｺｽﾄが大きく資

金調達が困難で投資回収が低く、また準備期間が長く立地地点の選定

にも制限があるため、小容量の水力発電設備に投資し所有することは

一般的ではない。従って、一般慣行ﾊﾞﾘｱあり。 
（ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ排出量） 
本ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄがない場合、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄによる送電量と同量の電力が、南方電

網に系統接続された発電所から供給され、その発電所での化石燃料使用

により温室効果ｶﾞｽが排出される。 
ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ排出量(BEy)は、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄによる送電量と同量の南方電網からの

電力量(EGy)、排出係数(EFy)により以下の式で算出される。 
BEy = EGy×EFy = 108,402×0.78795 

従って、BEy = 85,415 tCO2e/年 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ期間 10 年で、854,150 tCO2e となる。 
（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ排出量） 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ排出量 PEy = 0 tCO2e/年 
また、ﾘ-ｹｰｼﾞ LEy = 0 tCO2e/年 

適用する方法論の概

要 

（削減量の算出） 
削減量 ERy = BEy－PEy－LEy = 85,415 tCO2e/年 
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日付 主要な出来事 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの進捗状況 

2007/06/29 
2008/09/18 
2008/12/10 
2009/05/18 
2009/06/23 
2009/10/20 
2009/11/01 
2012/01 

PDR 政府承認取得 
FSR 政府承認取得 
国家発展改革委員会(NDRC)への CDM ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ申請 
EIA 承認取得 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ開発許可取得 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ建設工事契約 
工事着工 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ運転開始（予定） 

 
総投資額 17,222 万元（うち静態投資 17,193 万元） 
投資 8,611 万元（50%）（投資者：騰冲県大岔河水電開発有限責任公司）必要投資額と調達 
借入 8,611 万元（50%）（融資者：農業銀行） 
売電収入：2,341.5 万元（0.216 元/kWh） 
   ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ期間 10 年 = 23,415 万元 

収入源 
CER 売却収入：731.4 万元 （8€/tCO2e = 80 元/tCO2e） 
   ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ期間 10 年 = 7,314 万元 
CER 売却収入ない場合： 8.01% 

IRR 
CER 売却収入ある場合：11.60 % 

 
適用法規・ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 
  中華人民共和国環境保護法、中華人民共和国環境影響評価法 
 建設ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ環境保護管理条例、建設ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ環境保護設計規定 
その他関連法及び基準 

環境保全 
本ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは、再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰである水力で発電することにより、火力

発電所で使用する化石燃料を削減し環境改善を図るとともに、地域経済

の改善、ｴﾈﾙｷﾞｰ状況の改善等、国民経済や社会の持続可能な発展に貢献

するものである。 
本ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは、中華人民共和国環境影響評価法及び環境影響評価技術ｶﾞ

ｲﾄﾞﾗｲﾝに基づき環境影響評価を実施し、2009 年 5 月 18 日に保山市環境

保護局の承認を取得した。 
保山市環境保護局 
本ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの建設、運転による環境影響は小さく、その影響も提案者に

より適切に解決されるため問題ない。 利害関係者ｺﾒﾝﾄ（主な

項目やｺﾒﾝﾄを記載） 周辺住民（2007 年 7 月に説明会、聞取り調査とアンケートの配布） 
本ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは、地域にとってﾏｲﾅｽとなる影響は全くなく、地域経済や社

会発展にとって大いにﾌﾟﾗｽとなるので、強く支持する。 

 


